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7/16   海の日FD 

7/15-17   第30回日本歯科医学教育学会 

7/22-23   第43回日本医学教育学会 

9/17   Advanced  OSCE 

医療教育統合開発センター

News Vol.16 
センター長 挨拶 

 槇野前センター長の後任として、一言ご挨
拶させていただきます。 

 当医療教育統合開発センターは、医学、歯
学、薬学、保健学の臨床教育を担う医療教育
にとって重要な部署であります。これまでの
医療教育は、ともすれば上から下への知識・
技術の継承であったことで様々な弊害が生ま
れていました。現在、社会から望まれている
新しい医療は、様々な職医療専門職による
チーム医療に基盤を置いています。こうした多職種環境の中で学ぶことで、新らたな視点
で患者さんとそれを取り巻く医療環境についても勉強することが初めて可能となりまし
た。  
当センターでは、こうした様々な視点からの医療教育サポートを行い、より広い視野を
持った医療人の育成に努めてまいりますので、岡山大学南キャンパスの皆様のご支援・ご
協力を副センター長の水島共々よろしくお願いいたします。 

医療教育統合開発センターの本年度のコンセプト 

 当センターでは毎年教務委員会と共同で指導医を対象とした
「FD講習会」や臨床実習前の共用試験「OSCE」（「Objective  
Structured  Clinical  Examination：OSCE」）、6年生に行う
「Advanced  OSCE」、「山陽路・高度医療人養成プロジェク
ト」、「PBLチュートリアルWS」等を企画して参りました。昨

年度、「チーム医療シミュレーション教育による臨床能力スキルアッププロジェクト（特
別経費）」の概算要求が認められAccu Touch（バーチャルリアリティ気管支・消化器内視
鏡シミュレーター）、iStan（高機能人体シミュレーター）などを購入いたしました。本年
度は昨年度購入したシミュレーターを医・歯・薬・保合同でチーム医療がより円滑に行え
るよう有効に利用していけたらと考えております。すでにシミュレーションスキルセン
ターは本格的に動き始めています。各科でシミュレーターを定期利用して頂き、より多く
の方々に活用して頂きたく思います。また卒後臨床研修センターと協力し、初期研修医、
レジデントの教育ニーズに沿った研修プログラムの開発、シミュレーション研修会の実施
もしていく予定です。シミュレーターの使用ご希望の方は医療教育統合開発センタース
タッフルーム（内線：6597）までご連絡下さい。 

 

 

センター長 谷本 光音 

お知らせ 

「シミュレーターを用いたチーム
医療教育」を開催します 

医学部医学科5年生と保健学科看護学
生と一緒にシミュレーターを用いた
チーム医療教育を行います。ハワイ大
学でシミュレーション教育を勉強され
てきた万代康弘先生にご協力いただ
き、6月から隔週火曜日13:30から
15:00まで旧RI棟1Fで行う予定です。
見学ご希望の方は医療教育統合開発セ
ンター三好（2424）まで。 

 

「海の日FD」を開催します 

7月16日（土）岡山県青年館において
恒例の『海の日FD』を開催いたしま
す。今年は望ましい臨床実習前教育に
ついて討議される予定です。皆様、
奮ってご参加ください。 



  

 

 

 

  

 
 

基礎医学棟スキルラボの利用開始          

基礎医学棟３Fのスキルラボの
名称が『基礎医学棟スキルラ
ボ』に決まりました。医学科1
年生を対象とした早期体験実
習を皮切りに利用を開始して
います。縫合練習キット、採
血・点滴シミュレーター、エ
コーガイド、CVC穿刺挿入シ
ミュレーター等取り揃えてい
ます。シミュレーション教育
に是非お使いください。ご予
約は医療教育統合開発セン

タースタッフルーム（内線：6597）、基礎医学棟スキ
ルラボ（内線：6013）まで。 

第１回Accu Touch講習会の開催    
5月10日～12日、
岡山大学病院臨床
研修スキルラボに
おいてAccu 
Touch（CGによ
るバーチャル内視
鏡（消化管・気管
支）トレーニングシステム）を利用したチーム医療シ
ミュレーション教育のための指導者講習会を開催しま
した。3日間で39名が参加し、Accu Touch使用の為の
ID/PWを発行しました。使用希望の指導医には使用者
講習会を受講した後ID/PWを発行します。詳しくは医
療教育統合開発センターのホームページをご覧くださ
い。http://www.okayama-u.ac.jp/user/cdmhe/ 

 

 

 

  

発行：医療教育統合開発センター（管理棟5F）  内線／FAX：6597  

 

報告 

『模擬患者参加型教育フォーラム in 岡山』を開催しました 

2011.2.13(日)創立五十周年記念館において『模擬患者参加型教育フォーラ
ム in 岡山』を開催しました。医師、薬剤師、教員、模擬患者等100名弱の
皆様に参加いただき、岐阜大学医学部医学教育開発研究センター教授の藤
崎和彦先生から『我が国の医療教育における模擬患者の役割』、NPO法人
響き合いネットワーク・岡山SP研究会代表で模擬患者国内第1号とされる
前田純子さんから『模擬患者として大切にしていること』と題してご講演
いただきました。またパネルディスカッションでは医・歯・薬・保の教育
を提供する側の発表のみならず、教育の受け手となる学生からの発表もあ
り大変ご好評いただきました。今年度も開催予定です。 

 

PBLチュートリアルWS『PBLチュートリアルのこつ』を開催
しました 

2011.2.19(土)岡山大学病院病棟11階カンファレンスルームで『PBLチュー
トリアルのこつ』と題したWSを開催しました。教員を対象としたWSで
医・歯・薬併せて約30名の参加がありました。『PBLチュートリアルを機
能的に実践するこつ』と題して＜歯学編＞を昭和大学歯学部歯科医学教育
推進室准教授の片岡竜太先生に＜医学編＞を佐賀大学医学部地域医療科学
教育研究センター准教授の小田康友先生にご講演いただき、講演後参加者
の皆様でシナリオ作成とチューターガイド作成を実践していただきまし
た。 
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お車でお越しの方は薬学部の駐車場をお使い下さい

模擬患者(Simulated Patient、SP) とは、本物の患者と同じような症状や会話を再現できるよう
に訓練された人のことです。本学ではOSCEのみならず、コミュニケーション教育にもお手伝いいた
だいています。事前申し込みは不要ですので、興味のある方はふるってご参加下さい。
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岡山大学創立五十周年
記念館
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『PBLチュートリアルのこつ』

平成22年度学長裁量経費（教育研究プロジェクト）

昨年もご好評いただいたPBLチュートリアルの講演会を今年度も
開催いたします。今回は『 PBLチュートリアルのこつ』と題し、
片岡竜太先生（昭和大学）と小田康友先生（佐賀大学）、の２名の
先生方にご講演いただきます。学生さんや先生方を問わずふるって
ご参加ください。

○講演

『 PBLチュートリアルを機能的に実践するこつ』
＜歯学編＞
講演者：昭和大学歯学部 歯科医学教育推進室

准教授 片岡 竜太 先生
＜医学編＞
講演者：佐賀大学医学部 地域医療科学教育研究センター

准教授 小田 康友 先生

参加者の皆様にはシナリオ作成とチューターガイド作成を
実践していただきます

日時：平成23年2月19日（土） 9:00～16:30
場所：岡山大学病院病棟11階東 カンファレンスルーム G, H

＊参加した方にはFD終了証を
発行します。
＊個人評価FD参加にカウント
されます。

＊興味がある方はお気軽に右記
の連絡先にご連絡ください。
＊昼食は各自ご用意ください。

連絡先：医療教育統合開発センター

（歯学教育部門）
吉田登志子（PHS 2937)

（医学教育部門） 三好 智子（PHS 2424)
（薬学教育部門） 名倉 弘哲（PHS 3998)
薬剤部 岡崎 宏美
歯学部教務委員会
医学科教務委員会
薬学部教務委員会



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice





